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The Vengen Granite, which is forming the “Kanino-tume Peak”, is composed of medium- to fine-grained mylonitic biotite 

granite. The fine-grained two-mica granite dykes are intruded into the Vengen Granite. This granite is characterized by high Sr 
contents and Sr/Y ratios, but indicates high K2O, Ba, Rb, Zr contents. This suggests that source magma of the Vengen Granite 
was produced by partial melting in lower parts of thicken continental crust (Yuhara et al., 2011). This granite gives Rb-Sr 
whole-rock isochron ages of 493±28 Ma. The Vikinghøgda Granite, which ais exposed at eastern part of the Vikinghøgda, is 
devided into three groups (Stages 1, 2 and 3 Granites) based on field relationships (Yuhara et al., 2013). Stage 1 Granite 
occuring a stock is composed of medium- to coarse-grained foliated biotite granite. Stage 2 Granite dykes are fine-grained 
biotite granite, and intruded into Stage 1 Granite. Stage 3 Granite dykes are fine-grained biotite granite, and intruded into 
Stages 1 and 2 Granites. Stage 2 Granite is characterized by high Sr contents and Sr/Y ratios. 

Chondrite-normalized REE patterns of these granites are enriched in light REE (LREE) and depleted in heavy REE 
(HREE). The Vengen Granite do not show Eu anomaly. Stage 2 Granite of the Vikinghøgda Granite shows similar pattern to 
the Vengen Granite. Stages 1 and 3 Granites show Eu anomalies. LREE contents of Stage 3 Granite are lower than that of 
Stage 1 Granite. Model εSr and εNd values of the Vikinghøgda Granite calculated by 564Ma are -15.4 to -2.1 and -0.5 to 1.1 
for Stage 1 Granite, -21.9 to 0.5 and 0.4 to 1.6 for Stage 3 Granite. Model εSr of Stage 2 Granite is 28.3. Model εSr and εNd 
values of the Vengen Granite calculated by 493Ma are 11.2 to 12.6 and -3.0 to -1.7, and differ from that of the Vikinghøgda 
Granite. Sr and Nd isotopic and REE compositions of the Vengen Granite also differ from that of the Vikinghøgda Granite. 
 
 東南極、セール・ロンダーネ山地は、6.5～5.5 億年前に起こったとされる東西ゴンドワナ大陸の衝突帯に位置し、
緑色片岩相からグラニュライト相の変成岩類とそれらに貫入する火成岩類から構成される（Shiraishi et al., 
1997）。セール・ロンダーネ山地西部地域に分布する火成岩類は、南部に広く露出するバソリス状の変トーナル
岩と、変成岩類と調和的に産する小規模岩体、変成作用後に貫入したストック状岩体からなる。これらストック
状花崗岩の成因および火成活動の時空分布の把握は、大陸-大陸衝突前後のマグマ生成場および生成過程の変遷の
解明につながる。ストック状岩体のうちの一つであるベンゲン花崗岩は、ベンゲン尾根最南端のカニノツメ峰を
中心に分布し、ビキングヘグダ東部やベンゲン尾根中央部にも連続する（Shiraishi et al., 1997）。さらにビキン
グヘグダ東部には変成岩類に貫入する花崗岩類が分布し、その一部はビキングヘグダ花崗岩と呼ばれている
（Shiraishi et al., 1997）。しかしながら、両花崗岩の産状、岩石記載ならびに化学組成は、Tainosho et al.
（1992）および Shiraishi et al.（1997）で述べられているにすぎず、Shiraishi et al.（1997）ではベンゲン花崗
岩とビキングヘグダ花崗岩が同一に扱われている。しかし、ベンゲン花崗岩とビキングヘグダ花崗岩は異なる全
岩化学組成を有することが明らかとなった（柚原ほか，2011，2013）。本報告では，ベンゲン花崗岩とビキング
ヘグダ花崗岩の希土類元素組成と Sr・Nd 同位体比組成の比較を行う。 



 

 

 ベンゲン花崗岩は中～細粒のマイロナイト化した黒雲母花崗岩である。細粒両雲母花崗岩岩脈に貫入されるが、
この岩脈の一部は褶曲し、本花崗岩のマイロナイト面構造と平行な面構造を持つ。ベンゲン花崗岩は高い Sr 含有
量で特徴付けられ、アダカイト的な化学組成を有する。しかし、一般的なアダカイトの組成に比べ、高い K2O、
Ba、Rb、Zr 含有量を示す。したがって、ベンゲン花崗岩は、厚い大陸地殻底部を起源とする可能性が高い（柚原
ほか，2011）。細粒花崗岩岩脈には、ベンゲン花崗岩と類似したアダカイト的な化学組成を有するものと、Sr 含
有量が低く、ビキングヘグダ花崗岩と類似した組成を有するものがある。ベンゲン花崗岩は、493±28Ma の Rb-
Sr 全岩アイソクロン年代を示す。ビキングヘグダ花崗岩は、貫入関係から 3つのグループ：ステージ 1花崗岩、
ステージ 2花崗岩およびステージ 3花崗岩に区分できる（柚原ほか，2013）。ステージ 1花崗岩は最も広く露出
する花崗岩で、中粒～粗粒の黒雲母花崗岩である。面構造が発達し、一部褶曲している。ペグマタイト脈に貫入
されるが、ペグマタイト脈も褶曲している。ステージ 2および 3花崗岩は、ステージ 1花崗岩に貫入する貫入す
る岩脈状の細粒黒雲母花崗岩である。ステージ 2花崗岩は高い Sr 含有量で特徴付けられ、アダカイトに類似した
化学組成を有する。化学組成の特徴から、Shiraishi et al.（2008）でジルコン U-Pb 年代（564Ma）が報告され
た岩石は、ステージ 1花崗岩に属すると考えられる。 
 ベンゲン花崗岩とビキングヘグダ花崗岩は、軽希土類元素に富み、重希土類元素に乏しいコンドライト規格化
パターンを示す。ベンゲン花崗岩には Eu 異常が認められない。ベンゲン花崗岩に貫入する細粒花崗岩岩脈のうち、
アダカイト的な化学組成を有するものは、ベンゲン花崗岩と類似したパターンを示すが、負の Eu 異常が認められ
る。一方、低い Sr 含有量を示す細粒花崗岩岩脈は、ビキングヘグダ花崗岩のステージ 3花崗岩に類似したパター
ンを示す。ビキングヘグダ花崗岩は、ステージごとにパターンが異なる。ステージ 2花崗岩は、ベンゲン花崗岩
と類似したパターンを示す。ステージ 1、3 花崗岩には Eu 異常が認められるが、ステージ 3花崗岩の軽希土類元
素含有量が低く、重希土類元素側ではフラットなパターンを示す。564Ma で年代補正したビキングヘグダ花崗岩
のモデルεSr およびεNd 値は、ステージ 1花崗岩で-15.4～-2.1 と-0.5～1.1，ステージ 3花崗岩で-21.9～0.5 と
0.4～1.6 とほぼ類似する。ステージ 2花崗岩のモデルεSr 値は 28.3 であり、これらとは異なる。493Ma で年代
補正したベンゲン花崗岩のモデルεSr およびεNd 値は 11.2～12.6 と-3.0～-1.7 で、ビキングヘグダ花崗岩のそ
れとは異なる。細粒花崗岩岩岩脈のうち、アダカイト的な花崗岩はベンゲン花崗岩と類似した 12.3 と-2.1 のモデ
ルεSr およびεNd 値を示すが、Sr 含有量の低い花崗岩は 39.2～42.6 と-0.1～0.6 を示す。希土類元素組成と
Sr・Nd 同位体比組成からも、ベンゲン花崗岩とビキングヘグダ花崗岩が異なる起源を持つことが示唆される。 
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